
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和２年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマ
イプランの成果指標を達成した教師８
０％以上を目指す。

・校内研修等において、定期的にマイプ
ランについて振り返る時間を設定し、意
識化を図る。 A

・１２月のアンケートにおいて、マイプランの成
果指標を「達成できている」、あるいは「だいた
い達成できている」と自己申告する教師は９
０％見られる。

A
・２月のアンケートでは、全職員がマイプラン
の成果指標を「達成できている」、あるいは
「だいたい達成できている」と答えた。 A

・２月の学校評価アンケートでは、保護者から
日々の学力向上に向けた取組の成果が「よく
表れている」、あるいは「だいたい表れている」
という回答が97%見られた。

学力ＣＤ
研究主任
学力副ＣＤ

○基礎的・基本的な知識及び技能を習
得するとともに、自分の思いや考えを進
んで伝えることのできる力の育成

○国及び県の学習状況調査やＣＲＴ検
査において、全国や県の平均値を上回
ることを目指す。

・日々の授業において、西部型授業の
実践を行い、児童の確かな学力の向上
を目指す。
・全担任が研究授業行い、指導技術を
高める。

B

・１２月のアンケートにおいて、日々の授業
で、西部型授業を意識して取り組むことが「で
きている」、あるいは「だいたいできている」と
自己申告する教師は９０％見られる。
・特別支援学級以外の全ての学級で算数科
の研究授業を行い、指導力向上のための研
究を深めることができた。 B

・２月のアンケートでは、全職員が日々の授業
において西部型授業を意識して取り組むこと
が「できている」、あるいは「だいたいできてい
る」と答えた。
・学級担任にこだわらず、､級外職員も研究授
業を行うなど、指導力向上のための研究を深
めることができた。
・学習状況調査やＣＲＴ検査において、全国や
県の平均値を上回ることができなかったもの
があったため、校内研修で結果を分析し、指
導方法の在り方についての見直しを図った。

A

・朝のお話ボランティアの方から、週のはじめ
（月曜日）であるにもかかわらず、集中して人
の話を聞く姿勢ができているという感想をいた
だいた。
・児童は、テスト等を返却するとやり直しをし
て家庭で見せている。２月の学校評価アン
ケートにおいても、97％の保護者から学習状
況を「よく把握している」、あるいは「だいたい
把握している」という回答が見られた。
・２月の学校評価アンケートにおいて、97%の
保護者から確かな学力の取組の成果が「よく
表れている」、あるいは「だいたい表れている」
という回答が見られた。

学力ＣＤ
研究主任
学力副ＣＤ

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

○交流をしているときや、交流後に書く
感想で、誰もが交流を持った相手に対
し、思いやりのある気持ちや相手を敬う
気持ちなどを表現することができる。

・特別支援学校との交流を行う。

A

・新型コロナウイルスの影響で、直接交流す
る場を設定することはできていないが、全学
年で書いたり作成したりした手紙やプレゼント
には、相手に対する思いやりの気持ちや敬う
気持ちがしっかりと込められており、間接的交
流を通して喜んでもらうことができた。

B

新型コロナウイルスの影響で、特別支援学校
との直接交流はできなかったが、道徳の授業
を核として、学校の教育活動全体を通じた豊
かな心を身に付ける活動を行ってきた。しか
し、いじめにあたる行為が見られたことから、
今後も児童の言動には気を配りながら指導を
していく必要がある。

A

・学校評議員による話し合いにおいて、「学年
の垣根を越えたコミュニケーションや助け合い
ができている」、「高学年が低学年をサポート
している」といった声が聞かれた。

特別支援ＣＤ
道徳推進教師

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○開発的な教育相談に力を入れ、不登
校傾向児童０を目指す。

・６月、１０月にアンケート調査を行い、
児童の友人関係や悩み等を把握する。
・困っている児童について毎週情報交換
の機会を設け、職員の共通理解を図る
とともにＳＣ、ＳＳＷと情報交換を密に
し、連携を図りながら支援する。 B

・６月と１１月にいじめアンケートをとり、児童
や保護者からの情報を収集した。また、２ヶ月
に１回児童に対し、「心のお天気」アンケート
をとり、情報を収集し、全職員で共通理解を図
りながら対応している。
・一時期不登校傾向にある児童が見られた
が、保護者と職員、SCで連携し、具体的な対
応策を練り実践することで、よい方向へと改
善してきた。

B

・２月の「学校生活に関するアンケート」で、い
じめにあたる行為が11事例発覚した。いじめ
防止対策委員会を中心に即対応するととも
に、全職員を対象に研修会を開き、いじめ防
止の在り方について共通理解を図り、今後こ
のようなことがないように対応するよう話し
合った。
・一時期不登校傾向にある児童が見られた
が、保護者と職員、SCで連携し、粘り強く関
わってきたことでほぼ改善することができた。

B

・学校評議員による話し合いにおいて、「子ど
もたちは、みんな楽しそうにみえる」という言
葉をいただいた。
・低学年の保護者から２件の友だち関係に関
する相談があったため、対応した。以後よい
方向に向かっている。

生徒指導主任
教育相談主任

○元気なあいさつや温かいことばで交
流する児童の育成

・「あいさつができている」と言える児童
の割合を９０％以上、また、地域、保護
者の割合を８０％以上にする。
・「言葉づかいに気をつけている」と言え
る児童の割合を９０％以上、地域、保護
者の割合を７０％以上にする。

・場に応じた言葉遣いやあいさつができ
るように、全職員で日常的に指導する。
・学級指導や道徳などで、児童の実態
に合わせて取り扱い、意識の向上を図
る。

A

・１０月の学校評価アンケートにおいて、あい
さつ、言葉遣いともに児童から９０％以上、地
域、保護者からも９０％以上「できている」、あ
るいは「だいたいできている」という回答を得
ることができた。

A

・２月の学校評価アンケートにおいて、あいさ
つ、言葉遣いともに児童から９０％以上、地
域、保護者からも９０％以上「できている」、あ
るいは「だいたいできている」という回答を得
ることができた。

B

・学校評議員による話し合いにおいて、「あい
さつは、こちらから声をかければできるが、自
分からはできない子がいる」、「決められたこ
とは話すが、あいさつはできない子がいる」と
いった言葉をいただいた。

生徒指導主任

●「望ましい生活習慣の形成」 ○病気による長期欠席児童０を目指
す。

・新型コロナウイルスやインフルエンザ
等の感染症について注意を呼びかけ、
予防に努める。とくに規則正しい生活や
正しい手洗いの仕方、感染症流行時に
はマスクを着用することについては入念
に指導し、常に衛生面に気を配るよう心
がけさせる。
・保健だよりや健康診断結果等を配布し
ながら、望ましい生活習慣の形成に必
要な事項を各家庭に提供し、年間を通し
た心身の健康づくりを呼びかける。

A

・喘息による断続的な欠席者は見られるが、
新型コロナウイルスやインフルエンザ等によ
る欠席者はない。必要に応じた正しいマスク
の着用や手洗いの仕方、また規則正しい生
活の仕方の指導ができた。
・月に２回発行する保健だよりや健康診断後
に配布する結果表で、各家庭に情報を提供し
ながら心身の健康づくりを呼びかけることが
できた。

A

・家族の新型コロナウイルス感染により、長期
出席停止を余儀なくされた児童が３名出た。
学校では、手洗いやマスク着用、朝の検温な
どの感染防止策や呼びかけを十分に行うこと
ができた。

A

・学校評議員による話し合いにおいて、「マス
ク着用や消毒等の新型コロナウイルス感染拡
大防止に向けた取組により、子どもたちの意
識は高い」という言葉をいただいた。

養護教諭
生徒指導主任

○年間を通して運動に親しませ、体力の
向上を図る取組

○アンケートで「外で遊んだり、運動した
りするのが好き」と答える児童９０％以
上を目指す。

・なかよしタイム（縦割り活動）や水泳ク
ラブ、持久走月間、縄跳び等の取り組み
を通して運動に親しませ、体力の向上を
図る。 B

・新型コロナウイルスの影響で、水泳はできな
かったが、縦割り活動や持久走、健康委員会
の取組等を通して、できる範囲内で運動に親
しませる機会をつくり、体力の向上を図ってい
る。 B

・体力の向上を目指して、できる範囲内での
活動を仕組み実践することができた。休み時
間も外で遊ぶ児童が多く見られた。アンケート
でも90%以上の児童が、「外で遊んだり、運動
したりすることが好き」と答えた。 A

・学校評議員による話し合いにおいて、「昼休
みはしっかり外で遊んでいる」という言葉をい
ただいた。
・２月の学校評価アンケートで、保護者から学
校では、体力向上に向けた取組が「できてい
る」、あるいは「だいたいできている」という回
答が97%見られた。

体育主任

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・金曜日を定時退勤日とし、早めの退勤
を呼びかける。
・平日は、１９時をめやすとし、また、月４
５時間以上の超過勤務がないように業
務記録をもとに呼びかける。 B

・定時退勤日を黒板に示し、また上限時間を
常に呼びかけて超過勤務の削減を図ってき
た。
・担任業務を軽減するために、級外で教材研
究や授業の補助を行ったり、個別に支援を要
する児童のお世話をしたりすることができた。

A

・定時退勤日の設定や通常の退勤時刻の呼
びかけにより、教育委員会規則に掲げる時間
外在校等時間の上限を意識しながら業務を
行う職員が増えた。
・担任業務を軽減するために、級外で教材研
究や授業の補助を行ったり、個別に支援を要
する児童のお世話をしたりすることができた。

A

・保護者や地域の方から、「心身の健康に留
意しながら子どもたちの教育に努めてほしい」
という言葉をいただいた。

教頭

○会議や事務の効率化 ○会議の超過時間０を目指す。
○誰もが手軽に必要な文書や授業の教
材等を、校務サーバーから取り出せると
感じられるように整理する。

・資料の事前配付と、資料を読んでから
の参加を徹底したり、会議の開始、終了
時刻を厳守したりする。
・校務分掌や教材研究等に対する時間
削減のために、文書や授業の教材等を
校務サーバーに保存し、有効活用する。

A

・資料を早めに配布し、目を通しておく等の工
夫で会議時間の短縮を行うことができた。
・教材のデータをサーバーに保管することに
より、必要に応じて取り出し、使用することが
できた。

A

・資料を早めに配布し、目を通しておく等の工
夫で会議時間の短縮を行うことができた。
・教材のデータをサーバーに保管することに
より、必要に応じて取り出し、使用することが
できた。
・日頃から声をかけあったり、話題にしたりす
ることで会議や事務の効率化を図ることがで

A

・保護者や地域の方から、「多くの業務を少人
数の職員で工夫し、協力して果たされることに
感心する」という言葉をいただいた。

教頭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○特別な配慮を要する児童に対する個
別の支援計画に基づいた支援

○職員会議や職員研修等で、特別な配
慮を要する児童について共通理解を諮
るとともに、専門家の話を通して理解を
深める。

・特別な配慮を要する児童をリストアップ
し、丁寧な見取りを行う。
・夏季休業中に専門家を招聘しての研
修を行い、個別の支援計画について見
直しを行う。 A

・４月に特別な配慮を要する児童をリストアッ
プし、全職員で共通理解を図った。また、連絡
会等で児童の成長具合を出し合う等して全職
員で支援している。
・S.Cを交えた夏季休業中の研修会だけでな
く、他に相談会も設定する等、必要に応じた
積極的な取組ができた。

A

・４月にリストアップした特別な配慮を要する
児童については、年間を通して全職員で支援
してきた。また、年度途中から新たに支援を要
する児童も出てきたが、その都度、支援委員
会を開いたり、常に全職員で支援していくよう
に互いに声をかけ合ったりしてきた。
・特別な支援を要する児童には、S.Cにも協力
いただく等、積極的な支援ができた。

A

・学校評議員による話し合いにおいて、「特別
な配慮を要する子に対して支援してもらって
いることに感謝している」という言葉をいただ
いた。
・特別な配慮を要する児童の保護者から感謝
の言葉をいただいた。

特別支援ＣＤ

○危機管理の強化

○通学路の安全点検及び安全指導
○食物アレルギー等への対応

○交通事故０を目指す。
○研修会を通して、全職員がアレル
ギーを持つ児童に対する正しい対応の
仕方を身に付ける。

・地域の見守り隊との連携を図りなが
ら、通学路の安全点検及び安全指導を
実施する。また、集団下校時の話で、登
下校のあり方について随時指導をして
いく。
・食物アレルギーを持つ児童を把握し、
給食センター・担任・級外と連携し対応
する。また、食物アレルギー研修会を実
施する。

B

・１０月の学校評価アンケートにおいて、地域
の方から危機管理が「できている」、あるいは
「だいたいできている」という回答が６６％にと
どまっている。登下校時を含め、地域での安
心・安全な生活ができるようにこれからも指導
していく必要がある。
・食物アレルギーについては、４月に緊急マ
ニュアルを作成し、対応策を共通理解した。１
０月の研修会では、緊急時に誰がどのような
動きをするべきか再確認し、模擬実践を行う
ことができた。

A

・地域の見守り隊の方の協力もあり、交通事
故０の目標を達成することができた。
・１０月の研修会を通して、全職員がアレル
ギーを持つ児童に対する正しい対応の仕方を
身に付けることができた。

B

・２月の学校評価アンケートにおいて、地域の
方から危機管理が「できている」、あるいは
「だいたいできている」という回答が７７％まで
向上してきた。これからもさらに向上するよう
に登下校時を含め、地域での安心・安全な生
活ができるように指導していく必要がある。

教頭
養護教諭

○やりがいのある職場環
境づくり

○相談し合える職員の雰囲気づくり ○誰もが大川内小学校の職員でよかっ
たと思えるようにする。

・チーム大川内として、互いに声をかけ
合い、生徒指導や特別支援教育上の諸
問題への積極的な相談ができる雰囲気
作りを行う。
・子どもと向き合う時間の確保における
課題を解決するために、級外による担
任への協力や支援を行う。

A

・１２月のアンケートにおいて、大川内小学校
の職員でよかったと「思う」、あるいは「まあま
あ思う」と回答する職員が１００％だった。

A

・職員は、児童の問題を一人で抱え込むこと
なく常に同僚に相談しながら対策を考えてい
る雰囲気がある。
・職員全員でチーム大川内を作り上げること
ができた。

A

・保護者からは１年を通して、「先生方には、
子どもたちによく指導してもらっている」という
言葉をいただいた。

全職員

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・職員が一丸となって、一つ一つの問題や課題に向き合ってきたことで、全般的に高い評価を得ることができた。また、地域や家庭の理解や協力があったこともこの高い評価を得るにあたっての要因となった。今後さらにこのことを持続させていけるように地域や家庭と連携しながら精
進していかなければならない。
・いじめに関する問題を解消していくためには、職員が児童の言動を見る目を高め、児童との関わりを深めていく必要がある。日頃から組織的に取り組み、いじめの未然防止に努めるとともに、児童の様子をつぶさに観察して早期発見・早期解決につなげていけるようにしていかなけ
ればならない。
・学力の向上に向けては、全国及び佐賀県学力学習状況調査並びにＣＲＴ調査の結果の分析をもとに、また校内研修を軸としてよりよい指導法のさらなる改善に努めなければならない。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・地域の協力を受けながら教育活動を展開してきたことで、児童は地域の「人・もの・こと」に支えられながら成長している。地域との連携なくして本校教育活動の充実はないので、今後も更に各地区との連携を強め、児童の活動場面が確保できるようにと努めていく。
・学力面は、学習状況調査や他の諸調査からもわかるように、県平均を上回っている。一方で課題も明確になっているので、不断の授業改善に取り組み、教師の指導力向上に努めていく。また、2年間の活用力向上の研究指定を受けて学んだことを生かし、児童の活用力
向上を目指して取り組んでいく。
・挨拶や言葉遣いについてまだ課題が残る。学校の重点目標に揚げて取り組んできたが、なかなか全体的な向上にはつながらなかった。児童、保護者への呼びかけを継続し、それぞれ学年でも児童の実態に合わせて指導を工夫していかなければならない。
・外遊びを奨励したり、児童の興味・関心に応じた運動の場を仕組んだりしながら児童の体力の向上を目指す。

２　学校教育目標 「笑顔で元気な大川内っ子」の育成
―　あいさつ　返事　意思表示　―

３　本年度の重点目標

・地域の協力を受けながら教育活動を展開し、地域のよさを誇りに想い、地域の「人・もの・こと」と連携し、成長していくことに喜びを感じる児童を育成する。

・常にすべての児童が、基礎的・基本的な知識及び技能を習得することを意識した学習活動を展開する。また、校内研究を軸に、様々な問題に対してしっかりと見通しをもって粘り強く取り組み、豊かな表現力を生かしながら自分の思いや考えを進んで伝え

る児童の育成を目指す。

・家庭や地域、専門機関との連携を図りながら児童の学習面や生活面の様子を見取っていく。

学校名 伊万里市立大川内小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

◎志を高める教育

◎地域の「人・もの・こと」とふれあい、そ
のよさを感じ、地域を大事にする心を育
む教育活動

◎地域に関するアンケートにおいて、肯定
的な回答をした児童９０％以上を目指す。

・田んぼの学校やサマースクール、登下
校中の見守り隊の方とのふれあいを通
して、そのよさに気づかせ、感謝の気持
ちを育む。

教務主任
教頭

・新型コロナウイルスの影響で、サマースクールは
できなかったが、田んぼの学校のお世話や登下
校時の見守り等、これまでお世話いただいたこと
への感謝の気持ちを１１月の「ありがとう感謝の
会」で手紙や出し物にして披露し､見に来ていただ
いた地域の方に喜んでもらうことができた。

A A A

・新型コロナウイルスの影響はあったが、「で
きることを工夫して行う」をモットーに、地域と
学校と家庭が連携して様々な行事等を行って
きた。すべての児童が、大川内を「とても好
き」、あるいは「好き」と答えた。

・保護者から、「他校では中止されている行事を大
川内では、子どもや保護者のことを考え、いろいろ
な配慮をしながら実施されたことがすばらしい」と
いう言葉をいただいた。
・学校評議員による話し合いにおいて、「これから
も地域とのつながりを大切にしていってほしい」と
いう言葉をいただいた。


